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＜連絡事項＞

・7月よりリハプロが新体制となります。各自、リハビリテーション基準・手順書を確認し業務に当たって下さい。

・医事Tより～カルテに挟む7月分の青箋が6月と印刷されている為、7月に訂正し使用するようにとの事です。

・患者様受け持ち担当スタッフの変更を行っています。各自、確認して下さい。

・部屋移動を行っています。各自、確認して下さい。

・セルフモニタリング対象患者様に、飯田　修子様追加、検討をお願いします。

・川端Drが7/7(月)～7/10(木)不在となります。

・書式・手順、決裁順等について不明・疑問点はそのままにせず、必ず、SGM・JGMへ確認をし、業務を遂行して下さい。

・長期入院の患者様は早期退院に向けて、短期入院の患者様は長期入院とならないよう早期退院に繋げ、病棟の方向性を見失うことなく患者様・御家族様との関わりを密に持っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・佐藤　恵圀様～本日、退院となっています。

・豊巻　薫様～本日、日赤病院受診(外科)を受診。ネリプロクト処方となっています。次回は、8/6(水)11：30受診予定となっています。前回受診同様今回も保険証のコピーを持参しての受診となっている為、原本を持参するようにとの事でした。御家族様へその旨連絡し持参して頂くこととしています。担当スタッフは、御家族様へ連絡をして下さい。その際、重度心身医療のコピーが必要である事を伝え、当院へ持参頂く事も併せて依頼して下さい。

今回の受診でも触診を拒否されることが見られ、確認のみとなっています。主治医へ受診の経過を報告し、次回受診日までに今後の方針を確認して下さい。

・布施　邦雄様～7/1(火)7：00採血の指示出ています。

・田名部　清一様～川端Drよりツ反の指示があり、施行しています。

判定は、呂Drより行って頂いて下さいとの事です。

・近藤　祥子様～川端Drよりツ反の指示があり、施行しています。

判定は、呂Drより行って頂いて下さいとの事です

来月より、月曜日・木曜日の診察となります。

・佐々木　常夫様～7/4(金)9：00～12：00アパート見学の為外出予定となっています。　　9：30千葉高校前のコンビニ(サンクス)で兄様と待ち合わせをし一緒に行く予定です。医事へは、出金伝票を提出済みです。

・中川原　義雄様～妻様より7/1(火)10：30～16：00外出希望聞かれ、主治医より許可となっています。退院については、「弟から聞いて下さい」との返答でした。退院に向けての面談を行って行く事としています。面談について担当スタッフは、弟様へ連絡をして下さい。面談には、SGMが同席予定ですので、在席の有無を確認して面談日を決定して下さい。

また、主治医診察時には、医療保護から任意への切り替えの確認を行って下さい。

・清水　徹様～再三の促し・声掛けを行っていますが、プログラムへの拒否が続いています。主治医診察時、情報提供し長欠の指示を頂いて下さい。

・佐藤　幸男様～シーツに便が付着している事やトイレでの排尿に間に合わず廊下での放尿が見られるようになって来ています。また、トイレでの肛門いじりも目立っています。排便・排尿に関してのチェックシートを作成しています。チェックシートに合わせた声かけを行って下さい。また、カルテへの記載もお願いします。

・袴田　将志様～尿失禁の際、洗濯せずビニール袋に入れ自室に置かれ尿臭がしている状況で他者からも苦情が出ています。担当スタッフは、保清について介入して下さい。

・宮本　健三様～ハップスター　1P　中野Drより処方となっています。

・江刺家　陽輝様～本日、東Bユニットから西Bユニットへ転入となっています。

・田端　希依子様～本日、東ユニットから西Aユニット43号室へ転入となっています。

・飯田　修子様～嗜好品に関しての訴えが頻回で、内容も訴える都度、変わっています。

本日も訴えがあり、タバコはチェストに鍵をかけ1日分(25本)を自己管理としています。本人様へ鍵の管理について説明し渡しています。統一したスタッフ対応を行って下さい。

(診察状況)・・臨時薬追加処方、予測指示(苛々時)7/14(月)継続となっています。

・藤井　孝蔵様～OTよりの情報です。本日の作業(なごみの会の参加時)、音楽鑑賞中に号泣したとの事でした。理由については、不明との事です。病棟での経過観察を行って下さい。

(診察状況)・・臨時薬同内容にて7日分継続となっています。

・泉川　ケイ子様～本日、9：30～16：00で外出されています。

・坂　貢様～本日、14：00～16：00で外出されています。
・畑中　成夫様～本日、10：00～11：00で外出されています。

＜要注目患者様＞

・中嶋　智様～本日は、切迫した様子や訴えは聞かれていませんがニヤツキが見られています。食事は、拒否なくレストランでの摂取となっています。

(診察状況)・・診察時は、金銭や家庭内の不安感訴え臨時薬内容変更にて7日分処方となっています。予測指示(腹痛時)は止め。他7/14(月)まで継続となっています。

認知行動療法導入予定となっています。

今後、ECT実施予定としています。担当スタッフは、御家族様へその旨連絡して下さい。また、面談の日程調整も行って下さい。

不安感の訴えある事から、精神症状に注意し確認していきましょう。

・近藤　祥子様～切迫した様子や訴えはなく対応は穏やかです。本日は、積極的にプログラムへの参加が出来ています。不安感の訴えもありません。

・佐々木　常夫様～引き続き、一方的な話し掛けや外出や退院に関する訴えあり、スタッフへの話し掛けの多さ見られています。説明にも理解の乏しさ見られています。本日も、多飲水傾向の為、指摘するも軽い返答のみとなっています。気分高揚さも見られている為、状態の振り返りを行い現実検討の促しをしていきましょう。

・田端　希依子様～本日、東ユニットから西Aユニット43号室へ転入となっています。

(診察状況)・・胃部不快訴えファモチジン(消化性潰瘍用剤)2日分追加処方となっています。排便の困難さあり、予測指示(便秘時)7/14(月)まで処方となっています。

7/1(火)14：30～西A診察室にて面談実施予定となっています。

GAF・・30

＜退院支援状況＞

・中森　みや子様～入所出来る施設を相談中。

・佐藤　幸男様～御家族様へ施設入所検討依頼中。必要書類(障害者基礎年金のコピー・介護保険のコピー)の依頼。今後、面談日を調整し面談へと繋げていく予定。
・清水　進様～兄様面会時、役所へ介護保険の申請に行くとの確認が取れている。

必要書類(障害者基礎年金のコピー)の依頼。今後、面談日を調整し面談へと繋げていく予定。
＜転入患者様情報＞

患者様氏名：江刺家　陽輝　様（21）

主病名：広汎性発達障害　　入院形態：医療保護入院　　担当医：深澤Ｄｒ

担当：三浦Ns・橋本Cw

経過：4歳頃から粗暴的な行動があった 。12歳頃からは、刃物で手首を切ろうとすることがあった。H17年夏頃より、自分の拳を壁に打ちつけることや、幻聴などの訴えがあり、H17.12.12当院初診。症状は動揺的であり、当院へは計5回の入院歴がある。

H25.6.8当院退院後は、当院への外来通院、精神科デイケア青陽館、訪問看護五福の利用をして治療を継続していた。自宅では祖母の介護、家事等を行っていた。H26.6.6、15：00頃近くを通り過ぎた子連れの女性に粗暴的な行為あり、110番通報され、八戸警察署にて

保護されている。H26.6.6、19：45自宅対応困難、入院加療の必要性あることから、当院へ入院となる。

入院時、疲弊した様子が見られていた。バイタル異常なし。服薬は拒否なく服用。「もうどうでもいい」と投げやりな言動あるが、自傷、奇異行動はない。消灯後より入眠されていた。翌日は、拒絶が強く服薬、食事にも応じない。話し掛けにも応じない事が見られて

いた。3日目には活気ないが食事を摂れるようになり、入院前の状況について、徐々に話すようになってはいたが、殆どが「覚えていない。」と話し、病的体験については否定している。徐々に交流も見られるようになり、活動性も回復し、本人から作業療法希望あり

6/17より導入している。6/19からは東Ｂへ移動。同日、家族面談実施。以後も拒否・拒薬なく、日課、プログラムへ参加している。

14：00療養環境変更目的にて西Bユニット27号室に転入。オリエンテーション施行、「前にもいたから大体わかります」と話している。不安・不調の訴えないが、詰所前にいる事多くみられている。引き続き、症状の観察、訴えの傾聴を行い落ち着いて日常生活が送れるようにするとともに、退院後の生活設計の検討、調整を行っていきます。

※本人は単身生活（アパート）を希望、家族は自宅退院を希望されている。
引き続き、退院後の生活調整必要。

患者様氏名：田端　希依子様

主病名：統合失調症　　身体合併症：アトピー性皮膚炎　　入院形態：任意入院

担当医：中野Dr　　担当：三浦Ns・橋本Cw

経過：中学校入学後、同級生から悪口を言われるようになり、1年生の頃から不登校になる。高校（通信制）へ進学後は毎週日曜日のみ出校する生活を送っていた。当初は仲の良い友人がいたが徐々に孤立。昼夜逆転傾向となっていた。H23年頃、頭痛・眩暈が出現しマナクリニック受診。H25年9月頃から、幻聴が出現。以後も同症状が周期的に出現していた。H26年4月大学専攻科（福祉系）へ進学し、環境の変化に負担を感じ症状増悪。被害関係念慮、幻聴にてH26.5.15当院初診、薬物治療開始。その後も自宅で暴言・希死念慮等の症状がみられ徐々に苛々感が出現。治療強化、環境調整、休養目的にて、H26.6.18入院となる。

母様付き添いにて、東病棟Ｄユニット20号室へ入院となる。「通学中のスクールバスの中で、クラスメイトに舌打ちされたり、悪口を言われた事がきっかけで、酷くなった。」と話している。現在は、帰宅願望あるが、母様から入院治療を継続するよう言われ了承。周囲の視線が気になると、ほぼ自室にて過ごされていたが、最近は短時間ではあるが、ホールにて他者との交流も見られている。幻聴・不安感に関する訴えもない。

14：00療養環境変更目的にて西Aユニット42号室へ転入。オリエンテーション施行、理解力良好。不安、不調の訴えなし。やや緊張した様子みられている。引き続き、病識の確立、対人関係能力の向上の為の援助等を行い、安定した地域生活が送れるよう支援を進めて

いきます。

※退院後は自宅を希望。
主援助者である母が、本人の病状に対して不安を抱いていることから、引き続き家族に対する支援が必要。

